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駿遠三菱自動車販売株式会社

環境経営レポート
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事業活動の概要

１．事業所名
駿遠三菱自動車販売株式会社
フリーダイヤル 0120-81-5131
電話 054-643-53333
FAX      054-643-0553
E-mail    mmc@sunnenn.mitsubishi-motor-sales.com
ホームページ https://www.s-mitsubishi.com/

本社・藤枝店（藤枝市水守１丁目19-34）

２.創業
昭和５３年３月３日

３．代表者氏名
代表取締役社長 大畑勝彦

４．事業活動の内容
①新車の販売
②中古車の販売
③自動車の整備
④保険代理業
⑤レンタカー事業

５．事業の規模（令和3年度）
売上高 ７４６百万円
従業員数 ２８人
事業所床面積 ７９７㎡

新車販売台数 １５３台 中古車出庫台数 ２１８台
整備入庫台数６，９５８台

６．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
環境管理責任者
大畑勝慶 （054-643-5333）
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対象の範囲及び組織図

○全事業を対象とする。

駿遠三菱自動車販売㈱

鈴木課長
立林課長

環境事務局

エコアクション２１　　実施体制

令和3年4月1日

社長

環境管理責任者

大畑常務

エコ推進会議

山崎部長

営業 サービス 総務

渡辺店長 鈴木課長

総務・業務スタッフ

立林課長

藤枝店営業スタッフ 藤枝店サービススタッフ

三菱自動車のフラグシップ アウトランダー
プラグインハイブリッドカーは我が国において
製造から走行までのCO2排出量が少ない車です。
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１．環境管理責任者・環境監査責任者（推奨事項）の任命

２．環境方針の制定

３．環境マネジメントシステムの実施および管理に必要な資源の準備

４．環境マネジメントシステムの評価、見直しの実施

５．内部環境監査の実施の指示（推奨事項）

１．環境マネジメントシステムの確立及び実施、維持を推進

２．環境負荷、環境取組状況の把握及び評価

３．環境目標・環境活動計画の策定

４．環境マニュアルの制定

５．緊急事態対応手順の策定

６．取組状況の確認と評価及び環境会議（社長）への報告

７．問題が発生した場合の是正処置等の指示

８．環境活動レポートの承認

１．環境管理責任者の補佐

２．環境関連法規等の取りまとめ及び最新情報の収集

３．環境方針の立案

４．環境目標、環境活動計画の立案

５．環境経営マニュアルの立案

６．緊急事態対応手順の立案

７．取組手順書（運用手順、運用基準、監視・測定基準、記録）の作成

８．各部門（店舗）の取組状況の取りまとめ

９．教育・訓練計画の作成

１０．文書・記録類の管理

１１．環境活動レポートの作成

12.エコ推進会議にてＰＤＣＡサイクルを毎月チェックする

１．部門（店舗）の環境マネジメントシステムの確立及び実施、維持を推進

２．部門（店舗）の環境活動計画の策定

３．教育・訓練の実施

４．外部からの苦情等への対応及び環境管理責任者への報告

５．緊急事態対応の訓練実施

６．部門（店舗）の取組状況の評価及び環境管理責任者への報告

７．問題が発生した場合の是正処置等の実施

8.環境方針の理解と積極的な取り組み

9.部門の取り組み状況の確認、環境責任者へ報告

1.エコアクション21への自主的かつ積極的な取り組み

2.問題点、改善点があれば毎月の会議にて話し合う

代表者 社長

環境管理
責任者

大畑常務

環境事務局
エコ推進会議

山崎
鈴木
立林

全従業員

環境責任者
渡辺
鈴木
立林

ＥＡ２１の役割 担当 責任と権限

役割と権限
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［基本理念］

駿遠三菱自動車販売株式会社は、クルマの販売・整備などの事業活動を通じて

人・社会・地球の共生を目指します。

安全・快適・エコなクルマを大切なお客様に提供すること、そして地球環境の保全が重要課題で

あると認識します。

よき企業市民として地域への環境保全活動に自主的かつ積極的に取り組みます。

［基本方針］

当社は、事業活動が地球環境に与える影響を認識し、環境負荷の低減を図るべく、以下の

環境保全活動を推進します。

1.環境目標を設定、環境マネジメントシステムを効果的に運用し、継続・改善に努めます。

2.環境に関する法令・規制・条例等を遵守します。

3.全社員が職場、家庭そして社会人として省資源、省エネルギー、リサイクル活動、公害防止

など環境負荷の低減に取り組みます。

4.環境負荷低減のため、特に以下項目を推進します。

①総エネルギー使用量の削減（電力使用量、燃料使用量）

②水資源使用料の削減（水使用量）

③廃棄物の排出抑制と適正処理

④温室効果ガスの排出抑制

⑤環境に配慮したクルマの販売、サービスの提供

⑥グリーン購入

⑦周辺環境の維持・改善（店舗及び周辺の清掃）

5.この環境経営方針を全社員に周知徹底するよう教育・推進し、環境経営レポートを

作成公表します。

平成23年7月1日

駿遠三菱自動車販売株式会社

代表取締役社長

環境経営方針
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環境経営目標

〇事業年度は4月から3月です。
〇電力の排出係数は0.472（平成30年度）です。

【環境経営目標 単年度及び中期目標】 4月～3月

クリーンディーゼル搭載のデリカD:5
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環境方針 項目 単位

基準年 基準年に対しての目標

平成27年度～30年度平均 令和3年度 令和4年度 令和5年度

温室効果ガス
の排出抑制

二酸化炭素排出量 kg-CO2 94,023 △0.3% △0.4% △0.5%

エネルギーの
効率的利用

電力使用量 kwh 80,501 △0.3% △0.4% △0.5%

燃料
ガソリン Ｌ 23,855 △0.3% △0.4% △0.5%

軽油 Ｌ 1,700 △0.3% △0.4% △0.5%

廃棄物の排出
抑制と適正処

理

産業廃棄物排出量 kg 2,736 △0.3% △0.4% △0.5%

一般廃棄物 kg 1,233 △0.3% △0.4% △0.5%

資源の効率的
利用

水使用量 m3 1,022 △0.3% △0.4% △0.5%

グリーン購入 グリーン購入 ％ 23% 25% 26% 27%

環境に配慮した
サービス 法定点検 キャッチ率 55% 60% 61% 62%

※キャッチ率とは点検実施対象台数を点検対象台数で割った数値



主な環境経営計画の取り組み

項目 活動内容 評価 継続の有無

電力使用量の削減
責任者：渡辺

・空調温度の管理 ○ ○

・事務所不要照明の消灯 ○ ○

・エアコンフィルターの毎月1回清掃 ○ ○

・退社時ＯＡ機器を主電源から切る ○ ○

・クールビズの導入 ○ ○

・ウォームビズの導入 ○ ○

・ショールームブラインドの開け閉めをこまめに行う ○ ○

・自動販売機の照明消灯 ○ ○

ガソリン・軽油の削減
責任者：山崎

・社内ではアイドリングストップ ○ ○

・代車の空気圧点検 ○ ○

・積載車エコドライブ見える化 ○ ○

・代車、営業車、社有車の燃料公開管理 ○ ○

水使用量の削減
責任者：立林

・洗濯機の使用方法の改善 ○ ○

・サービス工場の清掃改善 ○ ○

廃棄物の排出量削減
責任者：小川

・廃棄物分別管理徹底 ○ ○

・紙ごみリサイクル推進 ○ ○

・コピー用紙枚数の管理 ○ ○

・両面コピーの推進 ○ ○

・空き缶、ペットボトルのリサイクル ○ ○

二酸化炭素排出量の削減
責任者：山崎

・ガソリン使用量削減、電力使用量削減に同じ ○ ○

周辺環境の維持、改善
責任者：渡辺

・担当者を決めて始業前に店舗周辺の清掃活動をする ○ ○

・月に一度店舗の周りの美化活動をする ○ ○

環境に配慮した商品・
サービスの提供
責任者：立林

・お客様のニーズに合ったエコカーを提案する。 ○ ○

・次世代エコカーに関する知識勉強 ○ ○

・環境に配慮した法定点検の推進 ○ ○

内部コミニケーション
責任者：鈴木

・定例会議での数字のフォロー、話し合い。
○ ○
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活動の取り組み結果とその評価

全体としての評価（4月～3月）

電力使用量の取り組み

【結果】
目標達成です。

【要因分析】
コロナ対策として事務所、ショールームの換気を常にしていたため消費量が多くなりま
した。換気ルールの見直しとショールーム断熱ブラインドを採用し昨年に比べ削減とな
りました。

【次年度の取り組み】
今後とも感染拡大防止とエコを両立していきます。
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※キャッチ率とは点検実施対象台数を点検対象台数で割った数値
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項目 目標 実績 目標達成率 評価

二酸化炭素排出量（kg-CO2) 93,741 86,481 108.4% ○

産業廃棄物排出量(kg) 2,728 2,351 116.0% 〇

一般廃棄物(kg) 1,229 1,126 109.2% ○

電力使用量(kwh) 80,259 75,648 106.1% 〇

燃料
ガソリン(L) 23,783 21,026 113.1% ○

軽油(L) 1,695 773 219.3% ○

水使用量(m3) 1,019 794 128.3% ○

グリーン購入 30% 37% 123.3% ○

エコ整備（法定点検キャッチ率） 60% 63% 105% 〇



ガソリン、軽油削減の取り組み

【結果】
ガソリン、軽油ともに目標達成です。

【要因分析】
営業スタッフの減少により使用量が少なくなりました。

【次年度の取り組み】
ガソリン使用量に関し、必要な活動に関しては引き続きエコドライブを心掛けてい
きます。
軽油使用量は積載車のエコドライブを意識していきます。

軽油使用量ガソリン使用量
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水道使用量削減の取り組み

【結果】
目標達成となりました。

【要因分析】
入庫量が減少していること。また節水の意識が習慣化してきました。

【次年度の取り組み】
引き続き節水に心がけます。

CO2削減の取り組み

【結果】
目標達成となりました。

【要因分析】
当社におけるガソリンの二酸化炭素割合は63％と大半を占めています。
ガソリン使用量の削減により削減に結びつきました。

【次年度の取り組み】
今後とも継続習慣化する。
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廃棄物削減の取り組み

【結果】
一般廃棄物、産業廃棄物共に目標達成です。

【要因分析】
ゴミの分別によるリサイクルによるものです。

【次年度の取り組み】
今後も分別に心がけていきます。
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独自の取り組み内容

エコ整備の推進（法定点検キャッチ率）

※キャッチ率とは点検実施台数を点検到来台数で割った数値

【結果】
達成です。

【要因分析】
ハーティーメンテナンス（次回点検パック商品）の普及による入庫率上昇のためです。

【次年度の取り組み】
さらにエコ整備を推進するためハーティープラスメンテナンス（パック商品）のおすすめ
や魅力的なメニューの開発をします。
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目標 実績

60% 63%



近隣の学校へキャリア・環境教育

藤枝市立広幡小学校、藤枝市立稲葉小学校、藤枝市立高洲中学校、静岡産業大学藤枝キャンパス
にてキャリア教育を行いました。

学生が当社へ来ての職場体験はコロナウィルスの影響により昨年に引き続き中止となりました。
今年度は対策を講じた上で学校へ出向いてのキャリア教育を実施しました。小学生向けは初めて
実施しました。
キャリア教育の内容は仕事の話、環境に関する話題など多岐にわたります。それぞれの学校毎、
話をしました。
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i-Padや社内システムを利用したペーパーレスの推進

営業スタッフ１人1台導入しました。商品説明、査定、保険の手続きなど画面上で出来ま
す。わかりやすさとエコの両立を目指しています。

オンライン会議システムを活用したCO２削減

新型コロナウィルスの影響で出張や対面での研修が減りました。
この変化にオンラインを活用した取り組みを始めました。
オンライン研修、オンライン会議、オンライン商談
移動に伴うCO2削減効果は数値には現れませが今後も活用していきます。
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自動車保険の手続きをi-padで完結し
ペーパーレスを推進
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私たち駿遠三菱自動車販売はSDGsに賛同
し、地域社会の持続的発展を目指し取り
組んで参ります。

SDGsとは
SDGsは、2015年に国連サミットで採択された
「持続可能な開発目標(Sustainable Development 
Goals)」の略称です。2030年までに持続可能でよりよ
い世界を目指す国際目標で、17のゴールから構成され
ています。

環境を守るための取り組み

エコカーの普及 エコ整備推進 エコアクション２１

社会、地域への取り組み

静岡県と災害時協力協定締結 地元の学校へのキャリア教育



次年度環境経営計画の取り組み

項目 活動内容

電力使用量の削減

・空調温度の管理

・事務所不要照明の消灯

・エアコンフィルターの毎月1回清掃
・退社時ＯＡ機器を主電源から切る
・クールビズの導入
・ウォームビズの導入

・ショールームブラインドを断熱型へ買い替え

ガソリン・軽油の削減

・社内ではアイドリングストップ
・代車の空気圧点検

・積載車エコドライブ見える化

・代車、営業車、社有車の燃料公開管理

水使用量の削減
・洗濯機の使用方法の改善

・サービス工場の清掃改善

廃棄物の排出量削減

・廃棄物分別管理徹底
・紙ごみリサイクル推進

・コピー用紙枚数の管理

・両面コピーの推進
・空き缶、ペットボトルのリサイクル

二酸化炭素排出量の削減 ・ガソリン使用量削減、電力使用量削減に同じ

周辺環境の維持、改善

・担当者を決めて始業前に店舗周辺の清掃活動をする

・月に一度店舗の周りの美化活動をする

環境に配慮した商品
サービスの提供

・お客様のニーズに合ったエコカーを提案する。

・次世代エコカーに関する知識勉強

・環境に配慮した法定点検整備の提案

内部コミニケーション ・定例会議での数字のフォロー、話し合い。

今後ともエコ整備の商品ラインナップを充実していき
安心、安全なカーライフと省燃費のお手伝いをさせていただきます。
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環境関連法規の違反、訴訟当の有無

適用される法規制 要求事項 遵守状況確認

1水質汚濁防止法
水質汚濁防止法第5条第1
項

特定施設（自動車自動洗浄装置）
の届け出

○

2下水道法
下水道施行令第9条 第9条
の４
藤枝市下水道条例 第9条

下水道基準の遵守 〇

4廃棄物処理法
廃棄物処理第3条
廃棄物処理法第12条 第5
項

廃棄物の適正処理
処理委託業務者との契約締結

○

5自動車リサイクル法
使用済自動車の再資源化
等に関する法律 第9条

使用済自動車の適正処理 ○

6消防法 消防法 第8条 防火管理者の届け出 ○

7フロン排出抑制法
フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関す
る法律

冷凍空調機器：全ての第一種特定機
器が対象
①自身での「簡易点検（3か月に1回
以上）」実施
②一定規模以上の業務用のエアコン
を対象とした定期点検（専門家によ
る点検）

○

8
静岡県産業廃棄物の適
正な処理に関する条例

静岡県産業廃棄物の適正
な処理に関する条例 第
17条

産業廃棄物管理責任者の設置
産業廃棄物処理委託先の更新確認

○

違反、訴訟の有無
環境関連法規への違反はありませんでした。
関係当局より違反、訴訟等の指摘は過去3年間ありませんでした。

法規制遵守確認日：令和4年4月24日
法規制遵守確認者：大畑勝慶
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全体の評価、見直し、指示

（１）全体評価
＊ＥＡ21目標達成状況
全項目について目標を達成しました。

（2）環境方針・目標等の見直し
＊環境経営方針は変更しない。
＊環境経営目標はコロナウィルス感染拡大防止に向け環境との両立をめざすべく時
代の情勢に合わせて変更も検討していきます。

（3）指示事項
エコアクションを認証取得し10年を経過しました。環境経営に関する取り組みは
継続が大切です。「継続、そして習慣に」となるように以下の取り組みを継続して
いきます。

見える化で環境意識の向上（対前年数値比較）
数値を見える化することで課題が抽出出来ます。意識を上げます。

エコカー、エコ整備、その他環境配慮型の商品を営業、サービス一体となって推進
する。
昨年度はカーボンニュートラルへの取り組みが国全体として示されました。当社に
おいても事業活動（自動車販売、整備）を通じて環境に配慮した活動をしていきま
す。

社員自らエコ意識を持ち、行動する職場環境、そして家庭、地域社会で率先垂範、
実践できる人づくり
エコアクションを通じて得た知識や習慣を家庭や地域を通じて実践をお願いします。
地域の環境を守るため様々な活動を率先垂範していきます。

評価・見直し日：令和4年4月28日
評価・見直し者：大畑勝彦
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